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ハローワークにおける障害者の就職件数が５年連続で過去最高を更新 

障害者別の就職件数では、精神障害者が初めて 1,000 件を超える 

 

～平成 26 年度における障害者の職業紹介状況等～ 

 千葉労働局では、今般、平成 26 年度の障害者への職業紹介状況をまとめましたので、公表し

ます。 

ハローワークを通じた障害者の就職件数は、平成 25 年度の 2,572 件を上回り、過去最高の

2,784 件（前年度比 8.2%増）となりました。 

 

ポ イ ン ト 

○ 就職件数では、特に精神障害者及びその他の障害者の件数が大きく伸びた。 

身体障害者    890 件（対前年度比 52 件、6.2%増） 

知的障害者    736 件（対前年度比 24 件、3.4%増） 

精神障害者   1,044 件（対前年度比 93 件、9.8%増） 

その他の障害者  114 件（対前年度比 43 件、60.6%増） 

（注）「その他の障害者」とは、発達障害者、高次脳機能障害者、難治性疾患患者等である。 

○ 新規求職申込件数は、対前年度比 3.0%増の 7,222 件であり、精神障害者が 3,162 件（対

前年度比 13.3%増）、その他の障害者 311 件（対前年度比 27.5％増）、知的障害者が 1,458

件（対前年度比 6.4％増）と増加、身体障害者は 2,291 件（前年度 2,605 件/対前年度比

12.1%減）の減少となった。 

○ 産業別の就職件数では、医療・福祉（893件）、卸売・小売業（469件）、サービス業（345件）、

製造業（296 件）が多く、全体の約 72％を占めている。 

○ 職業別の就職件数では、運搬・清掃・包装等の職業（1,060 件）が多く、次いで事務的職業

（667 件）、サービスの職業（260 件）、生産工程の職業（245 件）と続いている。 
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１．概 況
(件、人、％、％ポイント)

前年度比 前年度比 前年度比 前年度差

　　16年度 3,270 12.2 6,136 △ 4.0 1,028 6.5 31.4 △ 1.7

　　17年度 3,400 4.0 6,329 3.1 1,064 3.5 31.3 △ 0.1

　　18年度 4,041 18.9 6,512 2.9 1,252 17.7 31.0 △ 0.3

　　19年度 4,061 0.5 5,660 △13.1 1,433 14.5 35.3 4.3

　　20年度 4,645 14.4 5,964 5.4 1,350 △ 5.8 29.1 △ 6.2

　　21年度 4,838 4.2 6,098 2.2 1,373 1.7 28.4 △ 0.7

　　22年度 5,029 3.9 6,485 6.3 1,623 18.2 32.3 3.9

　　23年度 5,936 18.0 6,887 6.2 1,922 18.4 32.4 0.1

　　24年度 6,660 12.2 7,467 8.4 2,218 15.4 33.3 0.9

　　25年度 7,011 5.3 7,644 2.4 2,572 16.0 36.7 3.4

　 26年度 7,222 3.0 8,294 8.5 2,784 8.2 38.5 1.8
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２．障害者種別の職業紹介状況

（１）身体障害者
(件、人、％、％ポイント)

前年度比 前年度比 前年度比 前年度差

　　16年度 2,192 6.6 4,112 △ 5.8 625 △ 2.8 28.5 △ 2.8

　　17年度 2,141 △ 2.3 4,110 0.0 635 1.6 29.7 1.2

　　18年度 2,411 12.6 4,028 △ 2.0 702 10.6 29.1 △ 0.6

　　19年度 2,189 △ 9.2 3,160 △21.5 689 △ 1.9 31.5 2.4

　　20年度 2,471 12.9 3,294 4.2 659 △ 4.4 26.7 △ 4.8

　　21年度 2,415 △ 2.3 3,164 △ 3.9 644 △ 2.3 26.7 0.0

　　22年度 2,362 △ 2.2 3,160 △ 0.1 692 7.5 29.3 2.6

　　23年度 2,448 3.6 3,137 △ 0.7 699 1.0 28.6 △ 0.7

　　24年度 2,526 3.2 3,214 2.5 767 9.7 30.4 1.8

    25年度 2,605 3.1 3,147 △ 2.1 838 9.3 32.2 1.8

   26年度 2,291 △12.1 3,102 △ 1.4 890 6.2 38.8 6.6

（２）知的障害者
(件、人、％、％ポイント)

前年度比 前年度比 前年度比 前年度差

　　16年度 691 20.6 1,287 △ 2.7 310 17.9 44.9 △ 1.0

　　17年度 770 11.4 1,330 3.3 321 3.5 41.7 △ 3.2

　　18年度 901 17.0 1,426 7.2 383 19.3 42.5 0.8

　　19年度 907 0.7 1,230 △13.7 521 36.0 57.4 14.9

　　20年度 998 10.0 1,093 △11.1 426 △18.2 42.7 △14.7

　　21年度 979 △ 1.9 1,118 2.3 413 △ 3.1 42.2 △ 0.5

　　22年度 980 0.1 1,167 4.4 439 6.3 44.8 2.6

　　23年度 1,233 25.8 1,254 7.5 574 30.8 46.6 1.8
　　24年度 1,375 11.5 1,350 7.7 604 5.2 43.9 △ 2.7
 　 25年度 1,370 △ 0.4 1,383 2.4 712 17.9 52.0 8.1
   26年度 1,458 6.4 1,566 13.2 736 3.4 50.5 △ 1.5

（３）精神障害者
(件、人、％、％ポイント)

前年度比 前年度比 前年度比 前年度差

　　16年度 357 44.0 690 7.0 87 81.3 24.4 5.0

　　17年度 452 26.6 841 21.9 95 9.2 21.0 △ 3.4

　　18年度 697 54.2 1,014 20.6 159 67.4 22.8 1.8

　　19年度 928 33.1 1,230 21.3 216 35.8 23.3 0.5

　　20年度 1,137 22.5 1,535 24.8 257 19.0 22.6 △ 0.7

　　21年度 1,404 23.5 1,776 15.7 302 17.5 21.5 △ 1.1

　　22年度 1,628 16.0 2,099 18.2 481 59.3 29.5 8.0

　　23年度 2,151 32.1 2,402 14.4 629 30.8 29.2 △ 0.3
　　24年度 2,566 19.3 2,732 13.7 797 26.7 31.1 1.9
    25年度 2,792 8.8 2,871 5.1 951 19.3 34.1 3.0
   26年度 3,162 13.3 3,296 14.8 1,044 9.8 33.0 △ 1.1

（４）その他の障害者
(件、人、％、％ポイント)

前年度比 前年度比 前年度比 前年度差

　　16年度 30 △18.9 47 △23.0 6 △45.5 20.0 △ 9.7
　　17年度 37 23.3 48 2.1 13 116.7 35.1 15.1

　　18年度 32 △13.5 44 △ 8.3 8 △38.5 25.0 △10.1

　　19年度 37 15.6 40 △ 9.1 7 △12.5 18.9 △ 6.1

　　20年度 39 5.4 42 5.0 8 14.3 20.5 1.6

　　21年度 40 2.6 40 △ 4.8 14 75.0 35.0 14.5

　　22年度 59 47.5 59 47.5 11 △21.4 18.6 △16.4

　　23年度 104 76.3 94 59.3 20 81.8 19.2 0.6
　　24年度 193 85.6 171 81.9 50 150.0 25.9 6.7

 　 25年度 244 26.4 243 42.1 71 42.0 29.1 3.2

   26年度 311 27.5 330 35.8 114 60.6 36.7 7.6

（注）「その他の障害者」とは、発達障害者、高次脳機能障害者、難治性疾患患者等である。

①新規求職申込件数 ②有効求職者数 ③就職件数 ④就職率（③／①）

①新規求職申込件数 ②有効求職者数 ③就職件数 ④就職率（③／①）

①新規求職申込件数 ②有効求職者数 ③就職件数 ④就職率（③／①）

①新規求職申込件数 ②有効求職者数 ③就職件数 ④就職率（③／①）

 ３



（参考１） 産業別就職件数（平成26年度)

(件、％)

産業 障害計 身体障害者 知的障害者 精神障害者 その他の障害者

構成比 構成比 重度 構成比 構成比 重度 構成比 構成比 構成比

合計 2,784 100 890 100 369 100 736 100 303 100 1,044 100 114 100

農林漁業 20 0.7 5 0.6 1 0.3 9 1.2 4 1.3 6 0.6 0 0.0
鉱業，採石業，砂利
採取業 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

建設業 74 2.7 36 4.0 13 3.5 7 1.0 1 0.3 30 2.9 1 0.9

製造業 296 10.6 98 11.0 36 9.8 126 17.1 60 19.8 65 6.2 7 6.1
電気・ガス・熱供
給・水道業 6 0.2 2 0.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 0.4 0 0.0

情報通信業 65 2.3 24 2.7 16 4.3 10 1.4 8 2.6 27 2.6 4 3.5

運輸業，郵便業 167 6.0 67 7.5 24 6.5 47 6.4 22 7.3 44 4.2 9 7.9

卸売業，小売業 469 16.8 101 11.3 32 8.7 179 24.3 57 18.8 168 16.1 21 18.4

金融業，保険業 45 1.6 33 3.7 12 3.3 3 0.4 1 0.3 8 0.8 1 0.9

不動産業，物品賃貸業 54 1.9 19 2.1 9 2.4 11 1.5 4 1.3 20 1.9 4 3.5
学術研究，専門・技
術サービス業 62 2.2 18 2.0 6 1.6 14 1.9 5 1.7 27 2.6 3 2.6
宿泊業，飲食サービ
ス業 112 4.0 19 2.1 11 3.0 55 7.5 17 5.6 32 3.1 6 5.3
生活関連サービス
業，娯楽業 94 3.4 28 3.1 7 1.9 25 3.4 17 5.6 37 3.5 4 3.5

教育，学習支援業 40 1.4 15 1.7 6 1.6 13 1.8 7 2.3 12 1.1 0 0.0

医療，福祉 893 32.1 294 33.0 140 37.9 153 20.8 67 22.1 410 39.3 36 31.6

複合サービス事業 13 0.5 4 0.4 2 0.5 5 0.7 2 0.7 3 0.3 1 0.9

サービス業 345 12.4 113 12.7 49 13.3 74 10.1 30 9.9 142 13.6 16 14.0

公務・その他 29 1.0 14 1.6 5 1.4 5 0.7 1 0.3 9 0.9 1 0.9

前年同期比 (％)

産業 障害計 身体障害者 知的障害者 精神障害者 その他の障害者

重度 重度

合計

農林漁業

鉱業，採石業，砂利
採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供
給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技
術サービス業

宿泊業，飲食サービ
ス業

生活関連サービス
業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業

公務・その他

60.68.2 6.2 4.8 3.4 9.4 9.8

△83.3

2.1 7.7 9.1 20.0 22.4 △27.0 40.0

△ 6.3 12.5 △ 7.1 △50.0 △83.3 11.1

0.0 0.0 -

-

△11.0 △ 7.7 14.3 0.0 33.3 △12.9 △33.3

500.0 100.0 - - - -

200.0

2.4 △16.5 △38.5 3.5 △ 9.5 7.7 162.5

△ 1.8 36.7 60.0 △27.7 0.0 △17.0

-

△21.7 △20.8 50.0 △57.7 △20.0 5.3 -

△19.6 △17.5 9.1 0.0 0.0 △38.5

12.0 △22.2 0.0 13.3 12.1

△40.0

△ 5.1 △36.7 0.0 △ 3.5 △10.5 10.3 200.0

△10.1 △18.2 △40.0 40.0 △16.7 △15.6

△33.3 △16.7 0.0 △40.0

12.5 300.0 20.0 △100.0

- - - - - - -

300.0

△37.5 △37.5 △25.0 85.7 600.0 △60.0 △100.0

11.9

△ 3.3 △ 6.7 △37.5 400.0 - △25.0 △50.0

157.141.5 34.9 28.4 19.5 36.7 51.3

△ 2.7 14.30.3 2.7 0.0 0.0 △ 6.3

-△18.8 △20.0

 ４



（参考２） 職業別就職件数（平成26年度）

(件、％)

職業 障害計 身体障害者 知的障害者 精神障害者 その他の障害者

構成比 構成比 重度 構成比 構成比 重度 構成比 構成比 構成比

合計 2,784 100 890 100 369 100 736 100 303 100 1,044 100 114 100

管理的職業 1 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.9

専門的・技術的
職業

172 6.2 106 11.9 69 18.7 6 0.8 4 1.3 53 5.1 7 6.1

事務的職業 667 24.0 289 32.5 121 32.8 58 7.9 16 5.3 280 26.8 40 35.1

販売の職業 144 5.2 37 4.2 7 1.9 52 7.1 10 3.3 51 4.9 4 3.5

サービスの職業 260 9.3 80 9.0 28 7.6 78 10.6 26 8.6 89 8.5 13 11.4

保安の職業 24 0.9 17 1.9 3 0.8 1 0.1 0 0.0 6 0.6 0 0.0

農林漁業の職業 113 4.1 14 1.6 6 1.6 77 10.5 57 18.8 21 2.0 1 0.9

生産工程の職業 245 8.8 56 6.3 25 6.8 95 12.9 48 15.8 86 8.2 8 7.0

輸送・機械運転
の職業

71 2.6 48 5.4 19 5.1 1 0.1 0 0.0 19 1.8 3 2.6

建設・採掘の職
業

27 1.0 10 1.1 3 0.8 7 1.0 1 0.3 10 1.0 0 0.0

運搬・清掃・包
装等の職業

1,060 38.1 233 26.2 88 23.8 361 49.0 141 46.5 429 41.1 37 32.5

分類不能の職業 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

前年同期比 (％)

職業 障害計 身体障害者 知的障害者 精神障害者 その他の障害者

重度 重度

合計

管理的職業

専門的・技術的
職業

事務的職業

販売の職業

サービスの職業

保安の職業

農林漁業の職業

生産工程の職業

輸送・機械運転
の職業

建設・採掘の職
業

運搬・清掃・包
装等の職業

分類不能の職業

60.6

△75.0 △100.0 - - - △100.0 0.0

8.2 6.2 4.8 3.4 9.4 9.8

△12.5

△ 4.9 △ 6.8 △ 5.5 △15.9 △27.3 △ 6.0 66.7

△ 5.0 0.0 △ 2.8 20.0 300.0 △14.5

△42.9

△ 1.1 5.3 7.7 △17.0 △ 3.7 1.1 160.0

18.0 23.3 △12.5 26.8 25.0 15.9

-

9.7 75.0 20.0 14.9 29.5 △ 8.7 △80.0

4.3 21.4 △40.0 - - △33.3

33.3

20.9 21.4 17.3 3.7 3.7 31.6 236.4

26.3 5.7 25.0 35.7 41.2 32.3

50.0

△20.6

-- - - - - -

△100.0

△50.0 - △32.11.4 26.3 90.0

0.0 △25.0 △56.3 △80.0 66.7

５



１．解雇数の推移

上半期 下半期

平成16年度 38 14 24 28 10 0

平成17年度 24 10 14 15 9 0

平成18年度 26 13 13 9 17 0

平成19年度 44 14 30 21 23 0

平成20年度 25 14 11 15 7 3

平成21年度 59 48 11 36 22 1

平成22年度 30 26 4 11 19 0

平成23年度 30 21 9 22 6 2

平成24年度 60 36 24 42 16 2

平成25年度 5 1 4 5 0 0

平成26年度 15 9 6 8 3 4

２．理由別解雇数

理由

月

平成26年 4月 0 1 0 1

平成26年 5月 0 0 0 0

平成26年 6月 0 2 0 2

平成26年 7月 0 0 0 0

平成26年 8月 0 2 0 2

平成26年 9月 4 0 0 4

平成26年10月 0 0 0 0

平成26年11月 0 0 0 0

平成26年12月 0 0 0 0

平成27年 1月 0 2 0 2

平成27年 2月 0 0 0 0

平成27年 3月 0 3 1 4

合　　計　 4 10 1 15

事業廃止 事業縮小

（参考３）障害者の解雇数

年　度

解雇数 障害種別

年　度
計

精神障害者知的障害者

その他 計

身体障害者

 ６



～精神障害者の就労支援事例～ 

 
【事例 ①】 職場実習を通じて就職に結びついた事例 
 
 求職者プロフィール 
・20代男性。精神保健福祉手帳所持。 
 
 求職者の状況 
・就労経験が少なく、自己肯定感も低く障害受容もできていなかった 20代の引きこもり。 
 
 支援の具体的内容 
・ハローワークと就労移行支援事業所の支援員との積極的な連携 
・精神障害者雇用トータルサポーター（以下「トータルサポーター」）（※）による職業相談、カウンセリング。 
・職場実習の実施（病院内でのおしぼりの準備、クロス、エプロンたたみ、簡単な事務作業など） 
 
 支援の結果 
・病院にて 2週間の職場実習を行ったところ、実習中の意欲や作業内容が高く評価され、障害者トライアル
雇用での採用となった。 

 
 就職に至ったポイント 
・ハローワークのトータルサポーターと就労移行支援事業所の支援員との積極的な連携により、まずは安定
した通所ができるよう支援し、小さな成功体験を積み上げる中で自己肯定感を抱くためのフォローを行っ
た。このことで求職者は自己理解が深まり、無理のない「等身大の自分」で就職活動ができた。 
その結果、病院での職場実習を体験することができ、実習中の意欲、作業の正確さなどが認められ、障害
者トライアル雇用での採用に至った。 

・就労移行支援事業所の支援員と就職先の担当上司との綿密な相談や職場実習を実施することにより、雇用
者側の障害者雇用についての不安が払拭されたことも採用につながった。 

（※）精神障害者雇用トータルサポーター･･･障害者本人の障害の認知・受容の促進、その他本人や事業主の常用雇用に向けての様々な課題

への支援を行う。 

 
【事例 ②】 支援機関の連携により未経験の職種で就職に結び付いた事例 
 
 求職者プロフィール 
・30代男性。精神保健福祉手帳所持。 
 
 求職者の状況 
・大学卒業後、エンジニアとして勤務していたが、業務及び対人関係で悩みを抱えていた。 
・離職後、正社員として再就職を希望したため求職登録。 
 
 支援の具体的内容 
・千葉県発達障害者支援センターによるカウンセリング 
・トータルサポーターによる職業相談、カウンセリング。 
・千葉障害者職業センターによる職業評価、ジョブコーチ支援 
・ハローワークにおける応募書類の作成支援、模擬面接の実施 
 
 支援の結果 
・千葉障害者職業センターによる職業評価で PCを使用した事務作業が適正との判断を受け、PCによる資料
作成等の事務職で応募し、正社員と同等の待遇で採用となった。 

 
 就職に至ったポイント 
・求職者の相談過程において、千葉県発達障害者支援センターでの悩みの相談からハローワークでの職業相
談、その後、職業評価のための千葉障害者職業センターへと各支援機関の連携により、求職者の情報共有
をしながら、それぞれの機関で適切な相談や支援を実施したことにより、本人の適性を生かせる仕事への
就職に結び付いたもの。 

・就職後、千葉障害者職業センターの行うジョブコーチ支援により、初めて発達障害者を雇用する事業所に
対し、適切な情報提供とサポートを行うことで継続雇用となった。 

 


